














































（2）　筆　者：Could we have some more bread?
　　　店の男性：Of course!





























































































































































（Ⅰ） 記憶に関する確認要求 → 確かさの確認
（Ⅱ） 疑問の表明 → 疑問の共有
（Ⅲ） 判断の表明 → 判断の受容




























































発話者ID6） 年齢 のべ使用数 参加会話数 平均使用数
F098 60代前半 38 11 3.5
F004 20代後半 14 7 2.0
F050 20代前半 14 4 3.5
F032 60代後半 10 3 3.3
F152 30代前半 10 3 3.3





























































































































発話者ID 年齢 のべ使用数 参加会話数 平均使用数
F004 20代後半 56 12 4.7
F073 10代後半 24 1 24.0
F050 20代前半 16 5 3.2
M034 20代後半 12 5 2.4
















































































































発話者ID 年齢 のべ使用数 参加会話数 平均使用数
F004 20代後半 57 13 4.4
M034 20代後半 31 4 7.8
F032 60代後半 30 4 7.5
F098 60代前半 27 9 3.0
M017 60代後半 25 1 25.0
F073 10代後半 15 1 15.0















































































































































































































































































































18）　英語の “Certainly!” “Sure!” は，「たしかに承りました」という宣言的な発話で使用
されていると考えられるが，日本語の「たしかに」は，命題内容の照合確認を表す
のが本務で，承諾の宣言や行動展開につながる応答としては使用できない。同様
に「なるほど」は応答者における命題内容の知識への導入を示すにとどまり，行
動展開につながる発話には使用できない。
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